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福岡県立城南高等学校 

スーパーサイエンスハイスクール 

活動報告紙 

9 月 30 日（火）６・７限目、３年理数コースは英語ポスター発表会を実施しました。6月に ESD 探究と合同で

発表会を実施しましたが、理数コースは、その後の理数ゼミの授業で英語ポスター発表会の準備をしてきました。

英語科の先生方に各グループ個別に指導していただき、日本語で作成していたポスターを全て英語で作り直し、英

語の発表原稿も作成しました。当日は理数コース１・２年の生徒や本校の先生だけでなく、福岡県立高校の他校の

ALT の先生や高大連携をしている福岡女子大学の先生方にも参加していただきました。質疑応答の場面では、即興

でやり取りをする難しさを感じながらも、これまでやってきた研究について少しでも理解を深めてもらえるよう、

懸命にやり取りをしている姿が印象的でした。終了後には ALT の先生から沢山のコメントもいただき、大変勉強に

なりました。 

理数ゼミにおける研究活動はこれで終了となります。これまでの全ての経験が生徒たちにとって、大学での学び

や将来の研究活動の一助となってくれることを期待します。 

第３学年 理数コース 

［理数ゼミⅢ］英語発表会について 

令和 7年度 10月号 
ＳＳＨ課発行 

9 月 23 日（火）に本校視聴覚室にて、サイエンスミーティングを実施し

ました。理数コース１・２年生および希望者を対象に、本校理数コースの卒

業生の方を講師として６名お招きしました。高校生活の様子や進路先の決め

方から、現在研究していることや仕事内容まで、様々なお話をしていただき

ました。高校生が進路を考える場合、大学での学びについて調べ、選択する

ことが多いと思いますが、この行事では、大学の先の進路まで含めて具体的

に想像できる貴重な機会となりました。 

全体会では、自己紹介をした後に、いくつかの共通の質問に対して講師の

方々が代わる代わる意見を述べていく形で進められていきました。講師の

方々同士の掛け合いもあり、いろいろな視点の考えを聞くことができまし

た。 

分科会では、講師の方を囲っての座談会があり、研究に対しての質問をし

たり、自分の悩みを相談したりする様子が見られました。自分が本当にやり

たいことを貫く意志の強さに触れ、自身の進路に対する熱量を改めて見直す

きっかけにもなりました。 

南極の氷をもってきていただきました！ 全体会の様子 分科会の様子 

発表会の様子 質疑応答もすべて英語で行いました 


